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Who speaks?

 Scientist, DC1 

 System Developer since 1995, EJ

 Editor and Publisher, rapid publication

 Project and Business Manager, OA

 Researcher for policy makers, Foresight

学術情報流通を俯瞰し、将来を見据えた調査活動を行なう
(now Open Science, emerging metrics)

ステークホルダー間に入って変革の後押しをする
（enhancer, catalyzer, or translator）

Board member of ALPSP (2011) [Publishing Industry]

Specially appointed member of Science Council of Japan 
(2010‐2014) [Community of Science]

SPARC Japan, J‐STAGE, JaLC, MEXT, Cabinet Office, NEDO, 
INFOSTA, ORCID, SCPJ, OA Week

Univ of TOKYO

Chemical Society of Japan

NISTEP



国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する
検討会 (内閣府)
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論文のオープンアクセスからオープンサイエンスに至る俯瞰図 

Open Access Open Science 

オープンデータ 
(Open gov.) 

研究データのオープン化 

Creative Commons 

オープンソース 

2000’s 2010’s 

Science 2.0+ 

Citizen Science 

Self Archiving 

Science Commons 

機関リポジトリ Full OA (mega) journal 

論文への 研究成果の 

データベース, リポジトリ 

研究活動のオープン化 アクセスから 再利用へ 

データ共有 

データジャーナル 

オープンイノベーション 

漸次的な変化 
改善・機能強化 

非連続な変化 
再設計 

Code for X 
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（学術的な活動） 

（公、民間の活動） 

研究データ の
登録（ 内部）

下記図表を参考に和訳、改変 
Guidelines on Open Access  to Scien fic Publica ons and Research Data in Horizon 2020  Version 1.0 11 December 2013  p.4 
h p://ec.europa.eu/research/par cipants/data/ref/h2020/grants_manual/hi/oa_pilot/h2020‐hi‐oa‐pilot‐guide_en.pdf 13 

APC補助（対研究機関・研究者等） 

OA出版支援（対学会・出版社等） 

エンバーゴ規定 
（一定期間後に公開、共有） 

研究成果利活用 
ガイドライン 

研

　

究

公開･方針
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研究成果

データ 管理理計

画

の
策定

公開、 共有を進め

知財と し て活･用・
保護する ･方針

特許取得ないし は
他の･手段

に
よる

知財の保護

Gold OA誌
による出版 

購読誌に掲載
Green OA 

無料料で

の

ア
ク セスと 利利

活･用

制限さ れた
アク セスと
利利活

･
用

And/or

オプトアウト 
ガイドライン 

知財として保護・利利活

⽤

⽤
（主に産業、企業）

公共知として利利活⽤ ⽤
（主に研究者コミュニティ、

オプトアウト 
ガイドライン 

オープン

ク ローズ

産業振興

科学技術・ 学術の振興と
イ ノ ベーショ ンの推進

機関リポジトリ支援 
（対図書館、研究機関等） 

データリポジトリ支援 
（対図書館、研究機関等） 

オープンサイエンスインフラ

倫理、個人情報
保護、国家安全
保障への配慮 

研究成果（データ） 
マネジメント計画 
ガイドライン 

研究論論･

文

の

出

版

研究データ の登録

研究成果の利活用、 オープンサイ エンスの推進に係る概念図

http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/

0 本日の構成
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１. 電子ジャーナル、論文のオープンアクセスから研
究のオープンサイエンスへ

２. オープンサイエンスの多様性

３. 科学技術・学術にとっての研究データの利活用

４. URAへの示唆



１ 電子ジャーナル、論文のオープンアクセスから
研究のオープンサイエンスへ
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歴史に習えば

•ポストグーテンベルグの過渡期に居る我々

Transition State

Future Design

?

Print based dissemination Web native dissemination

Past Design

学術情報流通の再発明

Letter based 
dissemination

http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Activation_energy_ja.svg

K. Hayashi, “Current States of Impact Assessment of Research Outputs in Japan and Some Challenges to Measure New Impacts for Japan's Stakeholders,” OECD-ESTONIA 
WORKSHOP ON IMPACT ASSESSMENT: PRACTICES, TECHNIQUES AND POLICY CHALLENGES, May 15-16 2014, Estonia. (revised)
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学術情報流通を取り巻くアイテム、サービスの変革
基準 変革第初段階 変革次段階 不連続変革

アイテム 対象 対象の電子化 新しい価値の付加
別業種、新規ステークホルダー
の参入、異なる視点からの価値

の付与、サービスの実装

ジャーナル 冊子体 PDF
Xhtml　データベースとの連携
動画ジャーナル

（データ出版）

査読 Peer Review 電子査読システム
Open Peer Review
OAメガジャーナル用簡易
Review

Altmetrics等を利用した事後レ
ビュー

文献管理 ファイリング EndNote（初期） RefWorks Zotero, Mendeley、ReadCube

購読・配信
発送ベースの購
読管理

IP、ID管理 パッケージとビッグディール オープンアクセス

書籍 紙の書籍 PDF ePuB(eBook)、独自フォーマット

蔵書管理 目録 OPAC WebCat, World Cat
カーリル、ディスカバリーサービ
ス、Amazon

授業 プリント授業 ppt利用 OCW(Open Course Ware) MOOC

板書 黒板 電子黒板 インタラクティブホワイトボード MOOC上のスクリーン

目的

紙、物流、郵送
ベースの仕組み
で目的を達成す
る手段

アイテムのデジタ
ル化、WWW対応

前段階をベースにインクリメンタ
ルに革新することが繰り返され
る

アイテムの本来の目的に（結果
的に）立ち返り、別の手段、パラ
ダイムで目的を実現する

*あくまで例示であり、各要素、サービスごとに、1つの見方を切り取って紹介している場合もある
情報の科学と技術 63(11), 436‐442 http://ci.nii.ac.jp/naid/110009662000

論文のオープンアクセスからオープンサイエンスに至る俯瞰
図
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研究データのオープン化

Creative Commons
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Self Archiving

Science Commons

機関リポジトリ Full OA (mega) journal

論文への 研究成果の

データベース, リポジトリ

研究活動のオープン化アクセスから 再利用へ

データ共有

データジャーナル
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非連続な変化
再設計

Code for X
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（学術的な活動）

（公、民間の活動）



２ オープンサイエンスの多様性と政策
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オープンサイエンスの3つの要素

•Science 2.0

– 科学そのものが変わる
•Data Driven Science

•Collaborative Team Science on a platform 

•Open Innovation

– 技術、産業、知財の在り方が変わる
•Industry 4.0

•著作権や特許の制度疲弊

•Citizen Science

– 市民の科学技術への関与が変わる
•科学者の範囲が広がる

•市民の科学技術政策への参画
10



OAの潜在的便益（政策的観点）

•研究を加速し成果を見つけやすくすること
で研究開発投資の費用対効果を上げる

•同じ研究を繰り返すこと避け、研究開発コ
ストを抑える

•境界領域や多領域にまたがる研究の機会
を増やし、多分野の協調を促す

•研究結果の商業化を早く広い観点から行
い、公共研究開発投資の効果を上げ、科
学情報を基にした新しい産業を生み出す

Fact sheet: Open Access in Horizon 2020 
https://ec.europa.eu/programmes/horizon2020/sites/horizon2020/files/FactSheet_Open_Access.pdf 11

公的研究資金の費用対効果(Impact)

•学術・科学的効果、教育効果

•経済的（波及）効果、産業振興

•社会的（波及）効果、教育効果

(EU) Horizon2020: 

(US) OSTP, NSF: Broader Impact, “Research 
Products”

(UK) REF2014: Impactを評価に(20%, 研究成果65%)

12
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Roarmap 2015/04/15

OECD* 2014/09
forthcoming →

Working Party on Innovation and Technology Policy ANNEX ‐‐ COUNTRY NOTES ON OPEN SCIENCE. 2014. in Press

第4期科学基本計画(2011‐2015)

• 「国は、大学や公的研究機関における機
関リポジトリの構築を推進し、論文、観
測、実験データ等の教育研究成果の電子
化による体系的収集、保存やオープンア
クセスを促進する。また、学協会が刊行
する論文誌の電子化、国立国会図書館や
大学図書館が保有する人文社会科学も含
めた文献、資料の電子化及びオープンア
クセスを推進する。 」

“A Brief Introduction of the Current State of Open Access in Japan,” JST-DOE workshop, Oct 22, 2014, Japan 14



３ 科学技術・学術にとっての研究データ・
研究成果の利活用

15

研究データの
登録（内部）

下記図表を参考に和訳、改変
Guidelines on Open Access  to Scientific Publications and Research Data in Horizon 2020  Version 1.0 11 December 2013  p.4
http://ec.europa.eu/research/participants/data/ref/h2020/grants_manual/hi/oa_pilot/h2020‐hi‐oa‐pilot‐guide_en.pdf 16

APC補助（対研究機関・研究者等）

OA出版支援（対学会・出版社等）

エンバーゴ規定
（一定期間後に公開、共有）

研究成果利活用
ガイドライン

研

究

公開⽅針の策定

研究成果

データ管理計画の
策定

公開、共有を進め
る⽅針

知財として活⽤・
保護する⽅針

特許取得ないしは
他の⼿段による
知財の保護

購読誌に掲載
Green OA

無料でのア
クセスと利
活⽤

制限された
アクセスと
利活⽤

And/or

オプトアウト
ガイドライン

知財として保護・利活⽤
（主に産業、企業）

公共知として利活⽤
（主に研究者コミュニティ、市⺠）

オプトアウト
ガイドライン

オープン

クローズ
産業振興

科学技術・学術の振興と
イノベーションの推進

機関リポジトリ支援
（対図書館、研究機関等）

データリポジトリ支援
（対図書館、研究機関等）

オープンサイエンスインフラ

倫理、個人情報
保護、国家安全
保障への配慮

研究成果（データ）
マネジメント計画
ガイドライン

研究論⽂の出版

研究データの登録

研究成果の利活用、オープンサイエンスの推進に係る概念図



４ URAへの示唆
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URAへの示唆

•URAのあり方も変わり続ける

– 研究のパートナー

– 大学の経営者

•新しい学術情報流通および、研究のパラダイム
に応じた研究（支援）の再構成

– よりフラットなネットワーク型組織の可能性？

– 今のアカデミアキャリアのあり方は妥当か？

•URAの先にある能動的かつ魅力的なペルソナ、
職能



ID(識別子)の重要性

どの研究機関の誰がどの研究費を使ってどんな研究をし、
その成果とインパクトはどうだったかがわかる時代へ

Internet

研究者

研究機
関

論文

(成果)

研究費

ORCID
E-Rad
KAKEN-研究者リゾルバー
READ

DOI

データマイニング
Open ID
オープンアクセス

研究費の透明性の確保
社会への説明

引用・アクセス数などに
よる横断的パフォーマン
ス解析＋Altmetrics

論文誌の電子ジャーナルをめぐる最近の動き，科学技術動向, 2009/7, 100, 10‐18.
(一部改変)

Source by Mark Miller, Brandeis University; Virgo Consortium for Cosmological 
Supercomputer Simulations; www.visualcomplexity.com.

SciVal, SciVerse
WOS, InCites



多面性、多次元性

歴史に習えば

•ポストグーテンベルグの過渡期に居る我々

Transition State

Future Design

?

Print based dissemination Web native dissemination

Past Design

学術情報流通の再発明

Letter based 
dissemination

http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Activation_energy_ja.svg

K. Hayashi, “Current States of Impact Assessment of Research Outputs in Japan and Some Challenges to Measure New Impacts for Japan's Stakeholders,” OECD-ESTONIA 
WORKSHOP ON IMPACT ASSESSMENT: PRACTICES, TECHNIQUES AND POLICY CHALLENGES, May 15-16 2014, Estonia. (revised)
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ご清聴ありがとうございました。
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熊本紅蘭亭の太平燕
（国図協総会）

本プレゼンの参考資料

電子ジャーナル、学術情報流通の将来

• 論文誌の電子ジャーナルをめぐる最近の動き http://hdl.handle.net/11035/2056

• 今後の学術情報流通 : 新しいフレームワークの構築に向けた一考察 http://ci.nii.ac.jp/naid/110009662000

Altmetrics、研究評価の将来

• 研究論文の影響度を測定する新しい動き ―論文単位で即時かつ多面的な測定を可能とするAltmetrics―
http://hdl.handle.net/11035/2357

• 計量書誌学から研究活動計量学へ
http://ci.nii.ac.jp/naid/110009872675

オープンアクセス・オープンサイエンス

• 内閣府 国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会
http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/

• CA1851 - 世界のオープンアクセス、オープンサイエンス政策の動向と図書館の役割
http://current.ndl.go.jp/ca1851

• オープンアクセスと学術: 学術を再構成するキードライバー
http://doi.org/10.5363/tits.19.11_28

• 「科学技術動向」誌 オープンサイエンスをめぐる新しい潮流（その1-5）
（例）研究データ出版の動向と論文の根拠データの公開促進に向けて http://hdl.handle.net/11035/2999

総合

• NIRA研究報告書「孤立する日本の研究プラットフォーム－放置すれば日本の科学そのものが衰退する－」 第3章
オープンサイエンスに拡がる学術情報流通と研究評価の 新展
http://www.nira.or.jp/pdf/1502report.pdf#page=38



オープンサイエンスに向けて	
  
ー　研究者および図書館の立場から　ー	
 

引原隆士	
 

京都大学図書館機構長・附属図書館長	
 

京都大学工学研究科	
 

RA協議会年次大会セッション：公的研究助成とオープンサイエンス	




講演者の立ち位置	
 

2 

研究者（PI)	


図書館関係者	

教員	


大学執行部	


ファンド	


ü  EJ経費負担ルールの策定	

ü  博士学位論文の電子公開を推進	

ü  オープンアクセスポリシーの策定	


学会の編集担当，理事・役員他	

論文誌 Associate Editor，Editorial-in-Chief 
オープンアクセス論文誌の創刊	


国プロ研究代表	




内容の概要	
 

• ステークホルダーの定義	
 
• 研究者のオープンアクセスへの認識	
 
• 大手出版社の動き	
 
• 研究者コミュニティ（学会等）の動き	
 
• 論文誌が直面する課題	
 
• オープンアクセスの目指すべきもの	
 
• 大学の戦略	
 
	
 

	
 



オープンアクセスにおける	
  
　　　ステークホルダーの定義	
 

研究者	


大学・	

研究機関	


コミュニティ	

学会	


出版社	


図書館	


研究ファンド	




研究者のオープンアクセス認識（順不同）	
 

ü 全く知らないレベル	
 
ü 意識していないレベル	
 
ü 論文が無料公開されるという理解レベル	
 
ü 自分の論文投稿の経費が気になるレベル	
 
ü 論文投稿への出版費用に反発するレベル	
 
ü リポジトリ（グリーン）で積極的に公開するレベル	
 
ü 研究助成から要求されて行動するレベル	
 
ü 出版社（ゴールド）で積極的に公開するレベル	
 
ü オープンアクセスに積極的に関与するレベル	
 

根本として研究者は自己保身的である	




大手出版社の動き	
 

•  研究論文の取り込み完了	
 
•  研究者心理の誘導完了	
 
•  研究者コミュニティ（学会）の取り込みor壊滅完了	
 
•  冊子体から電子ジャーナルへの変換完了	
 
•  パッケージへの移行完了	
 
•  IF	
 による評価への脅迫観念の植え付け完了	
 

•  研究者への新しい興味を誘導！	
 
•  研究データの取り込み開始（隙を見て）！	
 
•  データベースとの抱合わせで大学の執行部の取込み！	
 
•  大学への研究戦略の提案事業！	
 
•  パッケージ解体に対する研究戦略の喪失への脅迫！	
 
•  新たに研究費からAPCの経費を搾取開始！	
 



研究者コミュニティの動き	
 

•  研究グループ毎のコミュニティ	
 
•  学会事務センターの崩壊の問題(2004)	
 
•  和文論文誌（紙媒体）．英文論文誌が未刊行	
 
•  Index未登録への焦燥	
 
•  インパクトファクターで論文価値喪失	
 
•  論文数の激減	
 
•  論文別刷代金による出版モデルの崩壊	
 
•  大手海外出版社に版権の譲渡　（IFは上がらない）	
 
•  論文の海外データベースへの売渡し（IFは上がらない）	
 
•  編集ルールのグローバル化	
 
•  オンラインジャーナル刊行（会員限定）	
 
•  独自データベース（会員限定）	
 
•  負担軽減：J-Stageへの移行（助成団体の参入）	
 
•  オープンアクセスへの対応	
 
	
 



論文誌が直面する課題	
 

•  同人誌化する学会論文	
 
•  Peer-Review	
 という権威(信頼性/公正性/有効性)	
 
•  多量の低レベル論文の投稿による編集プロセスの崩壊	
 
•  査読者の査読能力の欠如	
 
•  編集委員の拡大による論文へのバイパスの発生	
 
•  Editorによる自己論文のための論文誌化多発	
 
•  編集委員による不透明な論文処理（操作）	
 
•  自論文誌からの引用論文の強制	
 
•  偏差値化したImpact	
 Factor	
 
•  論文誌全体のレベル低下	
 
•  Open	
 Peer	
 Review	
 と	
 arXiv	
 

参考：佐藤翔：査読をめぐる新たな問題，CA1829	




オープンアクセスが目指すべきもの	
  
：ステークホルダーの思惑と可能性	
 

研究者の立場 
　投稿論文の権利確保 
　論文掲載による評価 
　編集への挑戦 
　公共への奉仕 

学会論文誌の立場 
　自論文誌の評価向上 
　ビジネスモデル 
　覇権と保護	


出版社の立場 
　論文の取り込み 
　出版とアクセスから課金 
　データの取り込み	


大学の立場 
　評価の向上 
　コストパフォーマンス 
　学問の継承 
　人材の育成 

オープンアクセス 
　　　　　ポリシー 
データの確保と公開	


グリーン	


ゴールド	


ファンドの義務化	




図書館の立ち位置	
 

研究者	


大学・	

研究機関	


コミュニティ	
 出版社	
図書館	


教育・研究 
コミュニティの 
再構築	


オリジナル・ 
データ	


各大学・機関固有 
機能別研究成果の 
発信・収集・保存 
（横並びの総合化は無意味） 

論文	


公共性	
 市場原理	


図書館員＋URA	
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学術情報の収集：図書館（静的な結末）	
 

長時間が経つと 
留まってしまう	


静かな職場 
安定な職場 

非効率 
対応力欠如	


研究者・教員に 
ルール絶対主義 

＜フロー＞ 
 

学術情報 
人材 

システム技術 

誰のためのサービスか？	




学術情報の収集から発信へ	
  
（静的から動的/ローカル）	
 

オープンアクセス	


12 

発信B	


リスク 
を取る 

発信A	

全方位の収集	


限定的発信 
（抵抗が大きい）	


収集	


責任を誰が取るか？	
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図書館の収集/発信のあり方（静的から動的/ローカル）	
 

組織全体として 
方向性を示して 
収集/発信	


発信A	


発信B	


不安定化が 
機能性を生む	


収集	
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学術情報の収集/発信（創成）	
 

新しい特異性： 
どうやって情報の 
発信を収集の流れ 
に乗せるか 



学術情報の重要性	
 

15 

学術情報の多様性こそ担保すべきもの	


ローカルな 
情報共有の 

繰り返し 

初期値によって 
異なる方向への 
途が生まれる	


固定的価値観	
 多様な分野	


一部拡大	




オープンアクセスの基本的視点	
 

• 研究者がどうしたいか	
 
• 誰のための研究か	
 
• 大学／機関は何ができるか	
 

• オープン化によって守ること	
 
• オープン化により構築すること	
 
• オープン化によって改革すること	
 
	
 

引原隆士，学術研究成果のジャーナル出版とオープン化， 
IEICE Fundamentals Review, Vol.8, No.2, 72-74(2014). 
	




研究者がやらねばならないこと！	


時間	


研究の深度	


創成	


展開	


成熟	


パラダイムシフト	


改良型：特許・論文	

は通るが・・	


分野を産む苦しみ	


理論も実験も	

完成していく	


既成理論の破壊	


既存の物理を包含する	

全く新しい物理の創成	

	

同じ機能を全く異なる	

物理で実現	


IF，Metricの評価対象数値はどこ？ 
研究費の助成基準？ 
新しい組織の設立タイミング？ 

既存のコミュニティ 
は無い	


集合知	


広がり	


視点	




京都大学オープンアクセス方針の公表	
 



京大・オープンアクセス方針への反応	
 



大学の戦略への一歩	
 

1st Open dissertation 
 
2nd Public availability 
　　Open access policy 
     Open data storage 
 
3rd Re-construct communities 
     In field 
     Inter universities 
     Interdisciplinary fields 

Repository	


Original submission 
Data archive 

Direct and indirect 
connections through  
bibliography and  
program	


Here	




まとめに替えて	
 

オープンアクセスで変わること	
 

	
 

•  学術情報の生産者,	
 利用者,	
 機関の関係	
 
　　　　コミュニティの再構築	
 

•  流通システムによる経済論理の排除	
 
　　　　クローズドな流通システムの存在意義	
 

•  オープン化された良質の学術情報の提供	
 
　　　　研究者の研究レベルの底上げ	
 

•  日本語（非英語）の学術情報の提供	
 
　　　　多言語システムの確立と質の確保	
 

•  グローバルな研究課題への転換（分野横断）	
 
　　　　論文の数，indexなどの無意味な評価の排除	
 



URAの活躍に期待すること	

・・・・・・	




FAQ	
 

•  オープンサイエンスに論文誌は必要か？	
 
•  査読は何のために必要か？	
 
•  人気投票（ダウンロード，アクセス）で論文の評価はでき
ないか？	
 

•  メトリクス自体が恣意的で無いか（オリンピックと同様）	
 
•  学術情報データは野良データではだめか？	
 
•  研究者になる資格は何か？	
 
•  IF	
 とオープンサイエンス	
 
•  オープンサイエンスにおける権威と既得権	
 
•  公共と市場主義の戦いか？	
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コピーライトポリシーデータベース 

• 論文誌の著作権ポリシーを自分で調べる場合： 

– SHERPA/RoMEO （世界）http://www.sherpa.ac.uk/romeo/ 

– SCPJ （日本）http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/ 
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研究大学強化促進事業 － 学内研究支援組織との連携 

産官学連携本部 

情報環境機構 

学術研究支援室 
【本部URA組織】 

北部地区 

研
究
支
援
組
織 

研究戦略 
タスクフォース 
【研究者組織】 

 
研究国際部 
【研究推進 
事務組織】 

部局URA組織 
（7地区：21名） 

シンクタンク機能 

京大総研（仮称） 

本事業URA 

本事業ｼﾆｱURA 

自主経費URA 

文科省事業URA 

吉田文系 

吉田南地区 

医学病院地区 

南西地区 

桂地区 

宇治地区 

研究支援連携 

国際支援体制の 
充実 

研究情報データ 
ベースの基盤整備 

産学連携マッチング
機能の強化 

未踏領域・学際融合
研究の推進 

室長 

未踏領域開拓イニシア 
ティブ機構（仮称） 

学際融合教育研究 
推進センター 

国際交流推進機構 国際担当 
シニアURA 

国際担当 
URA 

2名 6名 

情報担当 
URA 

2名 

産連担当 
URA 

2名 

未踏領域担当 

シニアURA 
未踏領域担当 

URA １名 3名 

研究 
分析部門 

研究 
支援部門 

企画 
開発部門 

基盤 
整備部門 

シニアURA 1名 

URA ３名 



研究大学強化促進事業 in K大学 

産官学連携本部 

情報環境機構 

学術研究支援室 
【本部URA組織】 

北部地区 

研
究
支
援
組
織 

研究戦略 
タスクフォース 
【研究者組織】 

 
研究国際部 
【研究推進 
事務組織】 

部局URA組織 
（7地区：21名） 

シンクタンク機能 

京大総研（仮称） 

本事業URA 

本事業ｼﾆｱURA 

自主経費URA 

文科省事業URA 

吉田文系 

吉田南地区 

医学病院地区 

南西地区 

桂地区 

宇治地区 

研究支援連携 

国際支援体制の 
充実 

研究情報データ 
ベースの基盤整備 

産学連携マッチング
機能の強化 

未踏領域・学際融合
研究の推進 

室長 

未踏領域開拓イニシア 
ティブ機構（仮称） 

学際融合教育研究 
推進センター 

国際交流推進機構 国際担当 
シニアURA 

国際担当 
URA 

2名 6名 

情報担当 
URA 

2名 

産連担当 
URA 

2名 

未踏領域担当 

シニアURA 
未踏領域担当 

URA １名 3名 

研究 
分析部門 

研究 
支援部門 

企画 
開発部門 

基盤 
整備部門 

シニアURA 1名 

URA ３名 
with 情報環境機構 
（他大学におけるメディアセンター，計算機センター） 
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１４／２２ 

0 250000 500000 750000 1000000 

医薬生命系A 

理工系A 

理工系B 

理工系E 

医薬生命系B 

理工系C 

医薬生命系F 

医薬生命系E 

複合系B 

医薬生命系C 

0 500000 1000000 1500000 2000000 

医薬生命系A 

理工系H 

理工系I 

人文社会… 

人文社会系A 

人文社会系C 

人文社会系F 

理工系E 

人文社会… 

理工系A 

Bibliometrics   vs.   Webometrics 

医薬・生命系，理工系の 
競争力/注目度が高い? 

被引用数が高い理系 
部局に割り込む形で 
人文・社会系部局が 
ランクイン 

人文・社会学分野にも理工系以上に注目度大の研究あり？ 

*1 Elsevier社（Scopus）が収集している約2万件の学術誌に収録された京大研究者の約10万件の論文を解析対象 
*2 京都大学の機関レポジトリに登録された学術論文、未発表論文、紀要など約10万件について、学内外からダウンロード 
       された文書数を分析 

京大の部局別論文引用数を見ると… 機関リポジトリの掲載論文のダウンロード数を見ると… 

H25.7 論文引用数累計値 H25.7 論文ダウンロード数累計値 

ダウンロード数TOP10部局 on KURENAI(*２) 

Scopus （1932-2013対象） KURENAI （1901-2013対象） 

（引用数による分析）        （ダウンロード数による分析） 

被引用数TOP10部局 on Elsevier (Scopus *1) 
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http://current.ndl.go.jp/node/26479 
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Picture From: http://data.uni-heidelberg.de/index.en.html 
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